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1950〜60 年代に実施された核実験に由来する炭素 14（Bomb-
14

C）の海洋環境における動態を解明するた

め，西部北太平洋で 1993 年および 2008 年に得られた海水試料の炭素 14 を測定し，両者の鉛直分布を比較し

た。その結果，1993 年当時，表層水に大量に含まれていた Bomb-
14

C が現在では中層水に移行していること

が明らかになった。 
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１．目的 

1973 年の GEOSECS 計画によって，全海洋における炭素 14 の鉛直的な濃度分布がはじめて明ら

かになった 1)。申請者らは，その後の炭素 14 濃度の海洋中での変化量を見積もることを目的として，

西部北太平洋海域において，1991 年，1993 年，ならびに 1997 年に炭素 14 測定用試料の採取を実施

してきた 2), 3)。一連の最後の観測から 10 年以上が経過した 2008 年，申請者らは，1993 年に採取し

た海域とほぼ同一の海域での試料詐取を行う機会に恵まれた。そこで本研究では，これらの試料を貴

機構タンデトロン施設で測定し，水塊ごとに比較することから，西部北太平洋海域における Bomb-
14

C

の動態を解析することを目的とする。 

 

２．方法 

1993 年および 2008 年，西部北太平洋東経 145 度線上北緯 40〜25 度において，鉛直的に海水試料

を得た。海水試料中の無機炭酸は，真空ガラスライン中で二酸化炭素ガスとして抽出 4)され，その後，

鉄粉末を触媒としてグラファイト（炭素）に還元 5)された。タンデトロン施設において，この試料グ

ラファイトにセシウムビームを照射し，試料中の 14
C/

12
C 比，および 13

C/
12

C 比を計測 4)した。  

 

３．研究成果 

1993 年および 2008 年に得られた炭素 14 の鉛直分布は，いずれも表層に極大を持ち，水深ととも

に指数関数的に減少する傾向にあった。一方，その濃度は，表層では 1993 年の方が高いが（1993 年：

120‰，2008 年：70‰），水深 200〜300m 付近で逆転し，水深 500〜600m 付近では両者の差が最大

（Δ
14

C2008-Δ
14

C1993=ΔΔ
14

C=50〜80‰）となったのち，水深 800〜1000m で両者の差がなくなり，海底

直上まで同等であった。 

 

４．結論・考察 

海洋表層では，1950〜60 年代に実施された核実験に由来する炭素 14（Bomb-
14

C）が大気-海洋間の CO2

ガス交換によってもたらされ，表層循環に取り込まれたのち，下層の海水との混合によって拡散している。

この Bomb-
14

C の動態に関する観測研究は古くから行われている。ところが観測で得られる炭素 14 濃度には

天然由来の炭素 14（Natural-
14

C）と Bomb-
14

C とが混在しているので，これらを他の海洋成分データなどとの

経験式を利用して分離するいくつかの手法が考えられている 6)が，各海域における Bomb-
14

C 存在量をより正

確に把握するには同一海域での再観測が最適である。今回の観測によって，西部北太平洋海域では，過去 50

年にフォールアウトによってもたらされた炭素 14 が，現在もなお，水深 800〜1000m 以深には到達していな

いことが明らかになった。また，1993 年当時，表層水（水深 200m 以浅）に大量に含まれていた Bomb-
14

C が

その 15 年後，中層水（水深 500〜800m）に移行していることが明らかになった。ただし，今回採択された測

定試料数の上限のためにわずか２観測点の分析しかできず，Bomb-
14

C 存在量の水塊による相違を量的に，そ

して海洋学的に議論するには至らなかった。今後は，他の機関での測定，あるいは再度，JAEA 施設供用利用

に応募するなどして，残りの試料の測定を継続していきたい。 
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